
〇会員数は、１年当たり50家族程度（平成30年度〜令和４年度）であり、

近年は、SNSを通じて移住者からの申込みが増加。
〇会員の申込みは⾯積当たりなので、収量に関わらず、農家としても継続

して安定した収⼊を確保することが可能。

〇世話⼈（農家）のサポートを受けながら、農作物を協働で育て、⾯積当た

りで収穫した作物を受け取る会員制の農場を運営。会員が⾃然によるリス
クも受け持つことで、⾃然との関わりや作物を育て収穫する喜びも分かち

合う取組を実践。

〇週１回の作業⽇（野菜・⽶・⼤⾖の⽣産等）と年６回のイベント（⽥植え、
しめ縄づくり、味噌づくり等）を開催。SNSによる情報発信がLURAの会

の活動に関⼼ある⼈の移住を後押し。

LURAの会
か い

〜 消費者も農⺠になる。 〜

所在地：長野県伊那市
い な し

収穫した大豆をはざ掛けして乾燥

代掻きを兼ねた泥んこ運動会

ジャガイモの種芋を植付け

農村⽂化体験
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関係⼈⼝の創出
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